
   “夢を叶えよう 太陽っ子” をスローガンに！ 
校長 江渡 俊晴 

今年度、創立７２周年目を迎える、十和田市内でも規模の大きい本校の教育に携われること

に、大きな喜びを感じております。微力ではありますが、新たな息吹を注ぎ、学校のよりよい

発展に力を尽くしてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

さて、５５名の元気な１年生を迎え、全校児童４２８名、教職員４４名、２１学級で、令和

６年度北園小学校の教育活動が始まりました。

今年度のスローガンは、昨年度に引き続き「夢を叶えよう 太陽っ子 ～つなごう 自分～」

です。このスローガンのもと、子供たちは、どんな自分になりたいか、そのために今年度の前

期はどんなことを頑張りたいかを、一人一人が目標をたてて取り組んでいきます。そこで、始

業式では、「目標に向かって“やる気”を出し、粘り強く取り組むこと」「ルールや決まりを守

って安全に過ごすこと」について、具体的に例を挙げながら子供たちに話しました。

太陽っ子集会では、私が赴任し、北園小学校について調べたことについて取り上げました。

「校章」は、三本木（十和田市）を開拓した新渡戸家の家紋が入っていること。この家紋は、十

和田市内の多くの小・中学校に反映されていること。緑色の大きな木は、１年中緑色の葉を保

つ常緑植物（松や杉など）を表し（冬でも葉を落とさないことから、たくましさを表している

と思われます）、３本の意味は、「子供」「保護者」「学校」を表しており、３者が力を合わせて子

供たちを育てていく意味が込められていることなどを、映像をもとに話しました。

また、子供たちがなぜ「太陽っ子」と呼ばれているのか。「太陽っ子マーク」と７０周年記念

マスコット「クアイちゃんと元気くん」のデザインの意味や、そこにはどのようなメッセージ

が込められているのか。「校歌」の作詞者・作曲者についても、顔写真や映像をもとに子供たち

にできるだけ分かりやすく説明しました。初めて知った子供はもちろんですが、改めて確認で

きた子もいたようで、納得したり驚いたりした様子が見られました。

これからの１年間、子供たち一人一人のために少しでも前進できるよう、職員一同が協力し

合い全力で取り組んで参ります。どうか保護者の皆様には、ご支援ご協力をお願いいたします。

＜４月の一場面＞

初めての給食（１年生） 北小モンスター？ 市春祭り（吹奏楽部）  北小桜トンネル
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 子供たちの悩み、保護者が抱える子育て・教育の問題

などについて、担任はもちろんですが、以下の職員も専

門的な立場から相談に応じます。 
 
教育相談員 金田 睦子 先生 

 勤 務：月～木曜日 8 時～15 時 
 
スクールカウンセラー 髙田 八穂 先生 

 前期の来校日： 

5/17(金)、5/29(水)、6/14(金) 

6/28(金)、8/30(金)、9/18(水) 

 来校時間：9 時～12 時 ※5/29 のみ 13 時～16 時 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

お話ししてみたい方は、教頭まで

ご連絡ください。

①リサイクル活動 
本校では、リサイクル活動（資源回収）

を行っています。回収物はアルミ缶、ダン

ボール・古雑誌・古新聞・古紙・牛乳パッ

ク・テトラパックです。

 アルミ缶の中は水洗いしてつぶさず、紙

類は紙紐で束ねて持参していただけると

助かります。ご都合のよい日に、西校舎横

にあるエコステーション（物置小屋）の中

に入れてくださるようお願いします。

 アルミ缶は、子供たちをとおして毎週金

曜日にも定期的に回収しています。

②ペーパーレス化 
本校では、地球の環境保護や教育現場の

働き方改革等を考慮し、配布物のペーパー

レス化を推進していきます。

 ペーパーレス化のメリット・デメリット

に配慮し、連絡メールの機能やホームペー

ジ等を活用していきたいと思いますので、

メール配信でのお知らせは必ず確認して

くださるようお願いいたします。

本校をはじめ、十和田市立の全ての小中学校は

学校運営協議会を設置した「コミュニティスクー

ル」です。学校運営や教育活動を、地域と一体と

なって進めていきます。

今年度は、以下の５名の皆様に本校の学校運営

協議会委員をお願いしました。

岩城 孝氏 様（北園小学校同窓会会長）

佐々木 望 様（父母と教師の会会長）

尾﨑 惠子 様（北園幼稚園園長）

小林 久夫 様（北園地区青少年健全育成協議会会長）

櫻田 均 様（北園地区体育振興会会長）

地域と学校が目標やビジョンを共有し、地域と

ともにある学校づくりと学校を核とした地域づ

くりをさらに進めていきます。

髙田八穂先生 金田睦子先生 

お願い 
放課後や休日に、忘れ物を取りに

来る児童がいますが、行き帰りの交

通事故等が心配です。 

 どうしても必要な場合、保護者と

一緒に取りに来ることはやむを得ま

せんが、児童の安全と学校の防犯管

理上、できるだけ学校に取りに来な

いよう、お願いいたします。 

 また、働き方改革の観点から、平

日の電話対応は７時３０分から１８

時までといたします。 

 子供も職員も、健康・安全に過ご

すことができるよう、皆様のご理解

とご協力をお願いいたします。 


